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当院の患者層は成人から高齢者で、急性期から慢性

期、在宅復帰と幅広い看護を行なっている地域密着

型の病院である。そのため当院では令和元年度より

人材育成プロジェクトチーム(以下 JIP)中心に院内

独自の看護師教育制度「里山ナースⓇ院内認定制度」

を導入した。(「里山ナース」は飛騨市民病院の商標

登録【登録第6552507号】です) 

 

 里山ナースⓇ院内認定制度の定義は「救急から急性

期看護・慢性期看護〜地域医療・看取り期まで見据

えたいのち・暮らし・尊厳をまもり支える看護の提

供〜」である。 

 目的は、JNAラダーを活用し自施設用に作成したク

リニカルラダーにプラスし里山ナースの定義に基づ

いた看護の提供のための幅広い分野を自律的に楽

しんでスタッフが学べるプログラムを作成する

こととした。 

 

 

方法として、まず１段階目 SUPER(1st)の目的を

「救急から急性期間後、慢性期看護〜看取り期

の理解ができる」とした。プログラム内容は院

内で元々行っている研修等を活用し、スタッフ

が親しみやすく幅広い分野が１年間で学べる工

夫をした。 

 

２段階目 HYPER(2nd)の目的は「地域の特性を

理解し、SUPER で得た知識を基に更に幅広い看

護の提供ができる」とした。申請から３年間で

「急性期」「慢性期」「終末期」「在宅期」「地

域理解」の５分野各３点以上取得を自律的に選

択できる仕組みとした。ポイントについては研

修会受講や資格獲得で取得できるようにした。 

 



また、プログラムを進める上で申請者へは各自

学習した内容を綴れるよう段階毎に名前入りの

ファイルを進呈した。また、イメージキャラク

ターシールを活用し各個人が進行状況を可視化

し楽しみながら学べる仕組みとした。 

 

他にも研修受講や資格取得のサポートができる

助成金制度も導入された。年度末には申請者の

ポイント取得状況を確認し、ポイント取得率が

低い分野ではポイント取得できるように院内研

修会の開催や院外研修会の案内等を行なった。 

 里山ナースⓇ院内認定制度開始から３年後の令和

３年度には HYPER(2nd)７名が修了した。修了者

取得状況からは５分野３点を満遍なく受講した

だけではなく、個々の得意分野がこの表からは

っきりと見えてきた。 

 

以上から、修了者の取得状況からは５分野３点を満

遍なく受講しただけではなく、個々の得意分野を率

先して自律的に学習している結果となった。 

 

 里山ナース院内認定制度は地域特性を活かし

て幅広い分野を自律的に楽しんで学べるプログ

ラムであることが明らかとなった。今後も魅力

のあるプログラム内容の発展が必要である。 

 


